
県
内
で
は
珍
し
い
、
裳も

こ
し階

が
あ
る
構
造
が
特
徴
。

簡素で洗練された建築美

禅
宗
様
式
を
色
濃
く
残
し
、

独
自
性
も
兼
備
す
る
観
音
堂
。

推
定
樹
齢
は
３
百
年
〜
４
百
年
と
さ
れ
る
大
杉
。

霊場にそびえる大樹

天
然
分
布
の
な
い
九
州
本
島

で
、
実
生
の
可
能
性
を
も
つ
。

岩屋権現の大杉
弁城

　スギは本来、わが国固有の
１属１種の樹種で、その天然
分布は青森県から鹿児島県屋
久島までで、九州本島ではア
ヤスギ・メアサ・ホンスギなど、
植栽される在来品種（人為的
に植栽された品種）がほとん
どです。しかし、岩屋権現の
大スギは、在来品種とは形態
が異なり、実生によってこの
地に繁殖したものと考えられ
ます。樹高36.2ｍ、胸高周
囲4.7ｍ、枝下高 9.3ｍで、
今なお成長を続けています。

●分類／天然記念物　●県指定番号
／天第127号　●所有者／岩屋神社
　●所在地／弁城（岩屋権現）●県
指定年月日／平成9年7月25日

伊
方
小
学
校
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
伊
方
古
墳
。

巨大な石室と石材が特徴

豪
華
な
装
飾
出
土
品
か
ら

有
力
者
の
墓
を
連
想
さ
せ
る
。

伊方古墳
伊方

　伊方古墳は伊方丘
きゅうりょう

陵の東
端に位置し、石室が巨大で、
石材の大きさが特徴です。発
掘調査の結果、直径約32ｍ、
周溝まで含めると約34ｍ前
後の規模と考えられます。出
土品には金

こんどうそう

銅装（金メッキ）
の馬具や須

す え き

恵器、土
は じ き

師器と呼
ばれる土器類があります。築
造年代は今からおよそ1,400
年前ごろと考えられ、出土し
た豪華な副葬品から、この地
方を治めたかなり有力な人の
お墓であったと思われます。

●分類／史跡　●県指定番号／史第
45号　●所有者／福智町　●所在地
／伊方 3946　●県指定年月日／昭
和52年4月9日

阿あ
み
だ
に
ょ
ら
い

弥
陀
如
来
な
ど
一
文
字
で
神
仏
を
表
す
梵
字
。

約670年前に刻まれた磨崖

最
古
の
可
能
性
大
、

福
智
修
験
が
刻
ん
だ
曼
荼
羅
。

方城岩屋磨崖梵字曼荼羅
弁城

　岩
いわや ご ん げ ん

屋権現境内の岩壁に刻
まれた梵

ぼ ん じ

字と曼
ま ん だ ら

荼羅、銘
めいぶん

文か
らなる梵

ぼ ん じ

字曼
ま ん だ ら

荼羅です。四
し

印
いん

会
え

曼
ま ん だ ら

荼羅と呼ばれ、磨
ま が い

崖（岩
壁に掘られたもの）としては
珍しく、神仏の絵を梵

ぼ ん じ

字と呼
ばれる文字で表しています。
銘
めいぶん

文の年号解釈は諸説ありま
すが、現在は建武２年（1335
年）に良

よしみつ

蜜という僧侶が願主
となって完成したとする説が
有力です。この説では記

きねんめ い

年銘
のある梵

ぼ ん じ

字曼
ま ん だ ら

荼羅としては最
古の貴重な資料です。

●分類／史跡　●県指定番号／史第
33号　●所有者／岩屋神社　●所
在地／弁城（岩屋権現）●県指定年
月日／昭和46年11月16日

定
禅
寺
が
藤
寺
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
象
徴
的
な
存
在
。

樹齢500年を超える藤

甘
い
香
り
と
鮮
や
か
な
房
で

人
々
を
魅
了
す
る
町
花
。

小
筆
で
丁
寧
に
書
さ
れ
て
い
る
教
典
の
文
字
。

保存状態が極めて良好

判
読
可
能
な
保
存
と
緻
密
さ
、

願
い
が
込
め
ら
れ
た
経
筒
。

東光寺経筒
市場

　市場の東光寺境内から出土
したと伝えられる銅製経

きょう

筒
づつ

で
す。中に収められた経

きょうてん

典は保
存状態もよく、判読できます。
平安時代後期から末

まっぽ う し そ う

法思想
（仏教の教え）の広がりとと
もに、経

きょうてん

典を地中に埋納する
ことが盛んに行われました。
経典を納めた筒形の容器を経

きょう

筒
づつ

、経
きょう

筒
づつ

を埋納した施設を経
きょう

塚
づか

といいます。東光寺は戦国
末期に大

おおともそうりん

友宗麟の焼き討
う

ちで
焼失。焼け残った「焼

やきぼとけ

仏」が
東光寺に残されています。

●分類／考古資料　●県指定番号／
考第63号　●所有者／福智町●所
在地／赤池（中央公民館）●県指定
年月日／昭和36年１月14日

腹
前
で
法ほ

っ
か
い
じ
ょ
う
い
ん

界
定
印
を
結
ぶ
高
僧
・
無
隠
元
晦
禅
師
。

水晶の目が輝く

興
国
寺
開
山
、
無
隠
元
晦
の

迫
り
く
る
骨
肉
の
像
。

木造元晦禅師坐像
上野

　元
げん

の国に渡って名を馳
は

せ、
帰国後、官寺最高位の南禅
寺住職などを歴任した興国寺
開山、無

むいんげんかい

隠元晦の像です。南
北朝時代の檜

ひのき

材の寄
よせきづくり

木作で
眼は玉

ぎょくがん

眼、彩色が施されてい
ます。禅宗では祖

そ し

師を重んじ、
その姿を現した彫刻を頂

ちんそう

相彫
刻と呼び、他宗派の肖

しょうぞう

像彫刻
と区別しています。残念なが
ら作者は不明ですが、数ある
頂
ちんそう

相彫刻の中でも時代が古く
秀逸なもので、今にも動き出
しそうな迫力があります。

●分類／彫刻　●県指定番号／彫第
４号　●所有者／興国寺　●所在地
／上野（興国寺）　●県指定年月日／
昭和31年４月３日

歴史的価値の高い２巻

安
国
寺
に
関
す
る
最
古
の

文
書
を
含
む
興
国
寺
の
寺
宝
。

紙本墨書興国寺文書
上野

　興国寺の南北朝時代から近
世にわたる古文書を２巻にま
とめたものです。足

あしかがたかうじ

利尊氏や
その弟・直

ただよし

義の寄進状など、
室町時代に全国66か国に作
られた安国寺に関する最古の
文書が収められ、学術的にも
大変貴重な文書です。この内
容から室町時代末に寺号を改
号したことが確認でき、南北
朝時代以降、大内氏、細川氏、
小笠原氏など、歴代の有力者
や藩主が興国寺を庇

ひ ご

護した様
子を知ることができます。

●分類／古文書　●県指定番号／書
第３号　●所有者／興国寺　●所在
地／上野（興国寺）●県指定年月日
／昭和31年４月３日

定禅寺の藤
弁城

　樹齢 500年以上といわれ
る見事なフジです。弁城の定
禅寺境内にあり「迎

こうじょう

接の藤」
と呼ばれ、親しまれています。
幹周囲約4ｍの１本の樹によ
るフジ棚が庭園を覆うように
広がっています。毎年ゴール
デンウィークのころには1.2
ｍから1.5ｍほどの房に紫の
花が咲き誇り、近隣はもちろ
ん県内外からの花見客でにぎ
わいをみせます。また、フジ
は福智町の花としてシンボル
的な存在となっています。

●分類／天然記念物　●県指定番号
／天第62号　●所有者／定禅寺　
●所在地／弁城（定禅寺）●県指定
年月日／昭和37年７月21日

特集  文化財総覧

1213

↑
尊
氏
が
桜
の
枝

を
切
り
、
逆
さ
に
地

中
に
挿
し
て
戦
運
を

占
っ
た
と
い
う
興
国

寺
境
内
の「
墨
染
桜
」。

墨
染
桜
に
感
銘
し
た
詠
歌
も
興
国
寺
文
書
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。右
は
細
川
幽
斎
、左
は
小
笠
原
忠
真
。

県指定文化財　　  ガイド８

興国寺仏殿
上野

現在、福智町にある８つの県指定文化財をここで一挙に紹介します。

　禅宗様式の仏殿は、本来
本尊をまつる建物で、禅寺の
中でも位の高い寺に採用され
ます。興国寺では本

ほんぞん

尊は本堂
にまつられ、この仏殿は「観

かん

音
のんどう

堂」と呼ばれるとおり、内
部の須

しゅみだ ん

弥壇上に設置された厨
ず

子
し

の中に、千手観音が安置
されています。反

そ

った屋根や
裳
も こ し

階、また、堂内の壁ぎわに
は禅
ぜんしょう

牀がしつらえられ、仏殿
と座禅堂の機能を兼ね備えた
ものは珍しく、禅宗様式仏殿
の貴重な建造物です。

●分類／建造物　●県指定番号／建
第46号　●所有者／興国寺　●所
在地／上野（興国寺）●県指定年月
日／平成17年 2月23日


